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哲学的分析』9)（Israel Sheffler, The Language of Education, 1960）を援用すれ












































































































というのは、paideuein という動詞の名詞形であるが、その paideuein という
のは、paidos（子ども）という言葉を動詞として用いたもので、いわば「子ど
もを～する」という意味になる。②ところで、アリストファネス（Aristophanēs,
前 445 頃－前 385 頃）の『雲』（Nephelai）は、子どもたちの「教育（パイデ
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日本学術会議 15 期会員となっている。 
2) 「教育とは子どもたちを『善く』しようとする働きかけである」という定義（ある
いは、捉え方）が明確に表明された最も早い著書は、小学館の『教育学全集』（全





















再編のあと」教育哲学会第 57 回大会・討議資料。 





尾輝久、和田修二の 12 人である。 
6) 『聞き書 村井実回顧録 正続』（森田尚人・諏訪内敬司編、協同出版、2015 年）
に収められている「村井実 著作目録」によると、村井の著作（共編や共著を含む）
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